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資
料
紹
介脱

炭
素
先
行
地
域
第
一
回
選
定
に
お
け
る
道
内
自
治
体

か
ら
の
計
画
提
案
に
つ
い
て

　
◇
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
定
義

　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
定
義
は
、
同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
、

「
実
現
す
る
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
）
削
減
レ
ベ
ル
」
の
要

件
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
引
用
で
あ
る
。

　

脱
炭
素
へ
と
い
ち
早
く
移
行
し
て
い
く
一
環
と
し
て
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
手
法
を
活
用
し
、
二
〇
三
〇
年

度
ま
で
に
、
⑶
で
後
述
す
る
よ
う
な
範
囲
内
で
、
地
域
と
暮
ら
し

に
密
接
に
関
わ
る
分
野
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、

民
生
部
門
（
家
庭
部
門
及
び
業
務
そ
の
他
部
門
）
の
電
力
消
費
に

伴
う
Ｃ
Ｏ

2
排
出
に
つ
い
て
は
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
運
輸
部
門

や
熱
利
用
等
も
含
め
て
そ
の
ほ
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

つ
い
て
も
、
我
が
国
全
体
の
二
〇
三
〇
年
度
目
標
と
整
合
す
る
削

減
を
地
域
特
性
に
応
じ
て
実
現
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の

実
現
の
道
筋
を
、
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
立
て
る
こ
と
と
す
る
。

　

右
記
の
引
用
文
の
う
ち「
⑶
で
後
述
す
る
よ
う
な
範
囲
」

と
は
、「
脱
炭
素
先
行
地
域
の
範
囲
の
類
型
」
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
の
設
定
の
し
か
た
は
、「
行
政
区
、

集
落
、
同
一
の
制
御
技
術
等
で
電
力
融
通
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
の
最
適
運
用
を
行
う
施
設
群
な
ど
様
々
」、「
市
区
町

　
◇
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
選
定
の
背
景

　

環
境
省
設
置
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
評
価
委
員
会
」
は

二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
、「
脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
結

果
（
第
一
回
）」
を
公
表
し
た
。

　

菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
に
よ
る
「
二
〇
五
〇

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
」

と
す
る
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の
所
信
表
明
演
説
を
受
け
て
、

同
年
一
二
月
に
設
置
さ
れ
た
「
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会

議
」
は
、
約
半
年
間
の
検
討
を
経
て
、『
地
域
脱
炭
素
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
』
を
二
〇
二
一
年
六
月
に
策
定
・
公
表
し
た
。

　

こ
の
間
、
同
じ
く
菅
総
理
に
よ
る
「
二
〇
五
〇
年
目
標

と
整
合
的
で
、
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
二
〇
三
〇
年
度

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇
一
三
年
度
か
ら
四
六
％
削
減

す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
五
〇
％
の
高
み
に
向
け

て
、
挑
戦
を
続
け
て
い
く
」（
二
〇
二
一
年
四
月
）
と
す

る
さ
ら
な
る
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
〇
〇
カ

所
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
創
出
し
、「
脱
炭
素
に
向

か
う
地
域
特
性
等
に
応
じ
た
先
行
的
な
取
組
実
施
の
道
筋

を
つ
け
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
実
行
す
る
」
と
の
方
針

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
区
域
全
域
を
前
提
と
せ
ず
、
ま
た
複
数
の
隣
接
す
る
市

町
村
に
ま
た
が
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」、「
地
理
特
性
や
気

候
風
土
等
に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
な
類
型
（
住
生
活
エ
リ

ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
商
業
エ
リ
ア
、
自
然
エ
リ
ア
、
施
設
群
）

が
考
え
ら
れ
る
」、「
複
数
の
類
型
を
含
む
も
の
や
、
こ
こ

に
示
さ
れ
て
い
な
い
類
型
が
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
得

る
」
と
、
柔
軟
な
設
定
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、「
削
減
レ
ベ
ル

の
要
件
を
満
た
す
取
組
内
容
」
と
し
て
、
以
下
の
七
項
目

を
挙
げ
て
い
る
。

①　

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
最
大
活
用
に
よ
る
追
加

導
入

②　

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
及
び
再
エ
ネ
導
入
及
び

蓄
電
池
等
と
し
て
活
用
可
能
な
Ｅ
Ｖ
／
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
／

Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
／
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
／
燃
料
電
池
自
動
車
）
活
用

③　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
や
未
利
用
熱
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
の
利
用

④　

地
域
特
性
に
応
じ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
た

脱
炭
素
化
の
取
組

⑤　

資
源
循
環
の
高
度
化
（
循
環
経
済
へ
の
移
行
）

⑥　

Ｃ
Ｏ

2
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
電
気
・
熱
・
燃
料
の
融

通
⑦　

地
域
の
自
然
資
源
等
を
生
か
し
た
吸
収
源
対
策
等

　
◇
　
第
一
回
選
定
ま
で
の
経
緯
と
結
果

　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
第
一
回
選
定
の
募
集
は
、
募
集
要
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○
　
石
狩
市
「
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
・
脱
炭
素
で
地
域
を
リ
デ
ザ

イ
ン
」

　

札
幌
圏
に
お
け
る
産
業
拠
点
で
あ
る
石
狩
湾
新
港
エ
リ
ア
に
お

い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
と
地
域
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
設
備
を
活
用
し
た
特
定
送
配
電
事
業
に
よ
っ
て
地
域
に
集
積

が
見
込
ま
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
群
及
び
周
辺
施
設
に
再
エ
ネ
電

力
を
供
給
。
電
力
消
費
の
大
き
い
複
数
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電

力
を
全
て
再
エ
ネ
供
給
し
、
地
域
の
脱
炭
素
化
を
図
り
な
が
ら
、

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
地
域
の
優
位
性
と
し
更
な
る
産
業
集
積

を
目
指
す
。
そ
の
他
石
狩
市
中
心
核
の
公
共
施
設
群
に
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
の
構
築
等
を
行
い
Ｃ
Ｏ

2
排
出
実
質
ゼ
ロ
と
防
災
機
能

の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

○
　
上
士
幌
町
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
上
士
幌
の
実
現
と
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
築
を
目

指
し
て
町
全
域
の
民
生
需
要
家
に
対
し
、
地
域
に
お
い
て
実
績
の

あ
る
か
み
し
ほ
ろ
電
力
を
通
じ
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
の
過
程
で

発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
、
町
有
地

や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
大
規
模
太
陽
光
発
電
や
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源

か
ら
の
再
エ
ネ
を
供
給
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
町
全
域
の
民
生
電

力
の
脱
炭
素
化
を
図
る
。
ま
た
、
全
公
用
車
両
の
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
更
新
等
に
よ
り
、
運
輸
部
門
等
の
脱
炭
素
化
を
図
る
。

○
　
鹿
追
町
「
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

強
化
、
環
境
価
値
の
向
上
に
よ
る
地
方
創
生
モ
デ
ル
「M

IR
A

I 

C
O

U
N

TR
Y

」
の
提
唱
」

　

公
共
施
設
を
主
体
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
行
動
変
容
を
図
る

役
場
周
辺
エ
リ
ア
、
脱
炭
素
等
に
よ
る
交
流
拠
点
と
な
る
瓜
幕
エ

領
お
よ
び
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
公
表
（
二
〇
二
一
年
一
二
月

二
四
日
）
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
五
日
～
二
月
二

一
日
の
期
間
に
行
わ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
全
国
一
〇
二

の
自
治
体
（
共
同
提
案
含
む
）
か
ら
七
九
件
の
計
画
が
提

案
さ
れ
、
冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、
評
価
委
員
会
で
の
議

論
お
よ
び
応
募
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
経
て
、

二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
ま
で
に
二
六
件
が
選
定
・
公
表

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
六
件
の
都
道
府
県
別
の
内
訳
は
一
九
道
府
県
＝

一
道
一
府
一
七
県
。
応
募
者
（
筆
頭
団
体
）
の
団
体
区
分

で
は
一
県
、
一
七
市
、
五
町
、
三
村
と
い
う
内
訳
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
一
県
は
秋
田
県
で
、
秋
田
市
が
共
同
提
案
者

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
九
州
市
に
よ
る
計
画
は
、
北

九
州
都
市
圏
域
を
構
成
す
る
一
八
市
町
村
が
参
加
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

北
海
道
内
の
自
治
体
と
し
て
は
、
石
狩
市
、
上
士
幌
町
、

鹿
追
町
の
三
団
体
が
選
定
を
受
け
て
い
る
。
他
府
県
の
多

く
の
計
画
（
一
八
計
画
）
と
比
べ
て
、
道
内
は
三
団
体
と

も
共
同
提
案
者
が
な
く
、
各
市
町
が
単
独
で
提
案
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
と
言
え
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
、
環
境
省
策
定
の
資
料
「
第
一
回
脱

炭
素
先
行
地
域
の
概
要
」（
二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
）

よ
り
、
道
内
三
市
町
の
「
計
画
提
案
の
概
要
」
を
引
用
し

て
紹
介
す
る
が
、
先
に
本
稿
に
お
い
て
同
資
料
よ
り
「
取

組
の
全
体
像
」
を
以
下
に
引
用
し
、
三
市
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
。

リ
ア
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る
然
別
湖
エ
リ
ア
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
町
内
に
届
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
エ
リ
ア

の
、
四
つ
の
エ
リ
ア
で
太
陽
光
や
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
等
の
設

備
導
入
を
集
中
し
て
行
う
と
と
も
に
、公
共
施
設
群
に
お
い
て
は
、

オ
ン
サ
イ
ト
に
加
え
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
町
内
の
再
エ
ネ
由

来
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
。

　

評
価
委
員
会
の
総
評
に
よ
れ
ば
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に

は
、「
…
モ
デ
ル
・
模
範
と
な
っ
て
、
市
街
地
、
農
山
漁
村
、

自
然
公
園
、
離
島
な
ど
多
様
な
地
域
に
お
け
る
地
域
の
魅

力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素

の
実
現
の
姿
を
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
示
し
、
全
国 

（
及

び
世
界
）
に
広
が
る
「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
の
起
点
に
な
る

こ
と
」
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
回
選
定
の
募
集
も
二
〇
二
二
年
七
月
下
旬
よ
り
開

始
さ
れ
る
こ
と
が
す
で
に
告
知
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
地

域
・
自
治
体
・
企
業
等
の
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞
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